
編集後記

○ 会 計ビッ グバ ンの 影響 を見極 め よう と、 第２回研 究大 会 を９月 に 関西 大 学で 開催 した。

基調 報告 「金融 サー ビス法 と デイ ス ク ロー ジャー」、 特 別セッ シ ョ ン 「金融機 関の デイ

スク ロー ジャー」 及 び公 開シ ンポ ジウ ム 「２１世紀 の ディ スク ロ ー ジャー 一２０世紀の そ

れを 反省 して」 と集中 的に論 議 した。 ま た、 大 学院生 ４名の 報告 を含 め、 自 由論 題も活

発 で あ っ た。

○ これ ら報告を 主に、 さ らに一 般応募 も含 めて、 第２号 の編集 が始 まっ た。 一 般応募 を考

慮 して、 原稿 を 「論文」 （第１号 では研 究 論文に相 当） と 「ノ ート」 （同 じく 報告 論文に

相当） と 呼ぶように 改めた。

○ 編集委員 会と 査読体制を 強化 した。 編集 委員 会 を３名 体制か ら７名 体制 に増員 した。 ま

た、 編 集委員の推 薦によ り投稿 論文 ごと に査読 委員２名 を決 定 した。 本号は ６本の投 稿

があ り１２名 が 査読 に関 わっ た。 その 結 果 は、 「論文」 採 択３ 本、 「ノ ー ト」 採 択２ 本、

不 採択１ 本であった。

○ 採択さ れた論文 は査読委員 か らのコメ ン トに従っ て何 度も書 き直 しさ れた。 最 初の投 稿

から本誌 の最終確 定まで 年末年 始を はさ んで２ヶ月 半 を要 した。 ちなみ に事務 局のＰ Ｃ

の 記 録を見 ると、 こ の査 読関係 で 受信 が１５３通、 発 信 が２１２通 の合 計３６５通が
ネ ッ ト上

を行き交っ た。 しか し、 本誌 が出来 上がる まで、 図表の確 認のた めの１回を例 外
と して、

郵便は利用 されてい ない。

○ 第１回大 会時の会員 が８８名、 そ の後退 会１名、 入会６１名 であり、 第 ２回 大会時に は１４８

名 となっ た。 第３回大 会は２００１年１０月２０日、 日本大 学商 学部 にて 「新 世紀の 情報公 開

と 開示」 を 統一論題と して開催 の予 定であ る。

○ ネ ッ トの 世界 から誕生 した本学 会も、 リア ルな世 界で 第３回 大会 を迎え る。 しか し、 イ

ンター ネッ トは広く 浸透 して いる こと か ら、 ホ ーム ペー ジの 再 強化 を図 る必 要が ある。

バ ーチャ ルとリアルの多 次元的 情報 交換を 実現 した い。
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